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ウクライナ危機が炙り出したこと 

 

代表 皆倉 宣之 

  

戦争は絶対にしてはなりません。双方の市民・軍人

を問わずそれによって失われた生命は二度と戻って来

ないからです。にもかかわらずいまロシアの侵攻によっ

てウクライナで、戦火が広がり多数の死傷者や何百万

人もの避難民が出ています。いまここで求められること

は、プーチン憎しの大合唱ではなく一刻も早く和平プ

ロセスを軌道に乗せ停戦へと導くことです。そのために

は双方が理由の如何を問わず、武器を置いて戦いを

止めることです。 

 この危機に際していくつかの問題点が浮かび上がっ

てきました。先ず、マスコミの報道があまりにもウクライ

ナ寄りに偏っているのではと言う疑問です。ロシアの言

い分についての綿密かつ深い分析がなされていない

のです。プーチンを悪魔に仕立てた報道一色は、ブッシ

ュ政権がイラク侵攻を行ったときのフセインを悪魔に仕

立てたときと同じで、これに反対する者は敵だという雰

囲気と似ていて恐怖を感じるのです。ベトナム侵攻の

口実にされたトンキン湾事件も同様です。歴史をきちん

と踏まえた冷静な報道こそが報道機関としての責務な

のです。 

次に、難民保護ということについてです。シリアやア

フガニスタンなど中東やアフリカで発生した難民は、数

千万人に上っています。空爆の被害も難民の状況もウ

クライナの比ではありませんでした。ところが、その難民

の受け入れをヨーロッパの国々は制限あるいはプッシ

ュバック（押し返し）したりしました。それだけにウクライ

ナ難民は無条件で受け入れるというＥＵの決定には、ヨ

ーロッパ人対非ヨーロッパ人というバイアスがかかって

いるように感じられ、違和感を禁じえません。 

最後に、日本政府の難民受け入れの取り組みにつ

いてです。政府はウクライナから避難した人の日本へ

の受け入れを進める方針を明らかにしました。これはす

ばらしいことです。ですが、ここでも疑問が残ります。そ

れはこれまでの日本の難民認定率が極端に低過ぎる

からです。例えば２０１９年は０．４２％、２０２０年は

1.19％しか認定されていません。これらの難民申請者

はほとんどが中東やアジアの人々です。 

ここに存在する人種の壁を取り払い、 

これまでの入管行政を改める 

のであれば、日本を見る世界 

の目も変わってくるのでは 

ないでしょうか。 
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としょかんふれんず千葉市 

２０２２年度総会にご参加ください  
 
日時：２０２２年４月１７日（日）10時～ 

（受付 9時 40分から） 
会場：千葉市生涯学習センター 大研修室 

＊出席票または委任状を提出してください。 

 

第１４回 古本市を開催します 
２０２２年４月２９日（金・祝）１１時～１５時  

千葉市生涯学習センター 1階 アトリウムガーデン 

読書会 「俳句の本を読む」（第５8回） 
日時：2022年 4月１0日（日） 14時～16時 
会場：稲毛保健福祉センター 大会議室 
課題本：『大岡信『折々のうた』選 俳句（二）』 

長谷川櫂/編 （岩波新書）2019.12出版 
千葉市図書館に３冊所蔵 

問い合わせ先：043-○○○-○○○ 
(前回の報告は１０頁) 
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【浦安図書館の館長一覧】 

初代館長 竹内紀吉 

2代目   境 博章 

3代     竹内紀吉 

4代     磯野嘉子 

5代     常世田良 

6代     森田正己       

7代     齋藤潤子 

8代     加藤竜治 

9代     曽木聡子 

 

 

首都圏において、コロナ禍、蔓延防止等重点措置が

延長された時期、また年度末を控え大変お忙しい中、

浦安市立中央図書館長曽木聡子氏においでいただき

「浦安図書館の現在とこれから」についてお話をお聞き

しました。 

          浦安中央図書館 開館４０年 

 曽木さんは浦安市中央図書館が２０２３年に開館４０

年を迎える事、ご自身は９代目の館長であること。図書

館に採用（配属）された時、図書館は開館３年目であっ

た。当時の副館長に「人で言えば３歳になったところで

ある、これからの図書館がどう成長していくのかは育て

る私たちにかかっているのですよ」と言われたこと。今、

同じように考えると、浦安図書館４０年ということで一般

的に不惑の年、そろそろ生き方も変えてという時に「浦

安図書館の現在とこれから」のお題をいただいた。これ

を機会に振り返って、これからの浦安図書館がどっちの

方にいったらいいか皆さんにお話したいと思いますと挨

拶されました。そして今日の講演のテーマは次の５つに

絞りたい １、浦安図書館が日本一？ 

        2、図書館にとって大事な要素 

        3、政策の中の図書館 

4、運営の課題 

5、まとめ 

まとめの中で今後の図書館のこと、図書館で働いて

良かったと思うことなどを話そうと思いますと、テーマに

沿った講演が始まりました。 

 

――講演録は 2022年 4月 17日発行 

会報 66号臨時特集号で詳しく報告します―― 

 

今回の勉強会「講師は曽木館長」を企画して 

このたび私たちがこの勉強会を企画したのは私たち

千葉市の状況を踏まえての事でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちは毎年活動計画の中で図書館見学を掲げて

おり、2020 年度は、大規模改修をして 2020 年 3 月

リニューアルオープンした浦安市立中央図書館を 8 月 

に見学させて頂いた。そこで案内と説明をしてくださっ

たのが就任間もない曽木館長でした。その内容は通り

一片の説明ではなく久々に本当の「図書館の人」と思

える説明でした。（この時の報告は会報 56 号に掲載）

半分は物見遊山で出かけた見学でしたが、曽木館長

の説明は「浦安と千葉の規模の大小」ではなく「図書

館」とは何かとの問題に迫った説明でした。 

今、千葉市の状況は 2020 年 4 月「千葉市図書館

ビジョン２０４０」が策定された事。2021年 3月千葉市

市長が代わった事。市長も図書館員も私たちも一緒に

お話を聞けたらと期待し、あの時の「浦安市立中央図

書館 曽木館長」を講師にお願いし勉強会を開催しま

した。 

          
第 19回 あ・し・た 図書館 勉強会 

「浦安図書館の現在
い ま

とこれから」 

 
講師：浦安市立中央図書館長 曽木聡子氏 

 

日時：２０２２年３月７日（月）10時～１２時半 

会場：千葉市生涯学習センター 小ホール   

参加者：35名  

 

報 告 

【浦安市の市長一覧】 

熊川 好生 

（浦安町長の時から 

通算 ８期２９年） 

松崎秀樹 

（１９９８年から5期） 

内田悦嗣 

（2017年から2期目） 
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「千葉市図書館ビジョン２０４０」をめぐって 

千葉市では外部に委託して作られた「（仮称）千葉

市図書館ビジョン２０４０（素案）」（２０１９年１２月１９日

付）が千葉市図書館協議会で公表されました。このビ

ジョンはこれまで千葉市が営々としてより良い図書館を

築きその発展のために努力の糧としてきた「千葉市図

書館網計画（１９７０年策定）」「千葉市読書環境整備

計画（２０１4 年）」「千葉市図書館サービスプラン

2010」を廃止してその上に策定されたビジョンです。 

私たちは 2019年 12月 13日千葉市議会第 4回

定例会を傍聴、12 月 25 日千葉市中央図書館長と面

談し、その考えを質しました。またこのビジョンについて

千葉市議会議員との意見交換もしました。そして 2020

年 2月 9日には「千葉市図書館・公民館フォーラム」を

開催し参加者の中から「４０年以上の千葉市図書館の

歴史がありながら、この策定を外部に委託したこと。委

託することでしか図書館の計画を作れなかったのかと

情けなく思う」という意見もありました。2020 年３月１３

日私たちの会はパブリックコメントを提出しましたが

2020 年４月２３日千葉市は「千葉市図書館ビジョン２

０４０」を策定したと発表しました。 

 

行政と司書と市民が一緒に 

作っていかなければいい図書館はできない 

国の方針に従ったのか大きく舵を切り替えた千葉市

の図書館政策。曽木館長は講演の中で「図書館は、行

政と司書と市民が一緒に作っていかなければいい図書

館はできない」と話された。「千葉市図書館ビジョン２０

４０」 の策定によって廃止された「千葉市図書館サー

ビスプラン 2010」は、曽木館長の言われる図書館員

の心意気が充分市民に伝わる政策であった。このプラ

ンに私たち市民は期待していたのです。 

市民の参加についても「千葉市図書館ビジョン２０４

０」に沿って進められている「花見川図書館とこてはし

台公民館の複合化」「若葉図書館と千城台公民館の

移転複合化」が市民に知らされないまま（行政は地域

の自治会を通して知らせたとしている）計画が進められ

ていました。 

  また司書についても「千葉市図書館ビジョン２０４０」

（資料編）には当然のこととして「地域の知の拠点の実

現に向けて、実際のサービスを生み出す源泉である図

書館職員は・・・計画的に育成していく必要がある・・・」

と「図書館職員の育成」が挙げられていますが職員の

育成はすすめられているのでしょうか？司書率は 20 あ

る政令指定都市の中で 17番目です。 

政令指定都市の司書率一覧（4頁参照） 

浦安市立図書館の今と千葉市の図書館と 

浦安市も３０年以上経た公共施設の長寿命化対応

の一環として中央図書館大規模改修を行った。曽木館

長はその開館に向けて、市民からの希望を聞き、図書

館職員同意のもとに、３つのコンセプト「もっと使いたく

なる図書館へ―①居心地の良い図書館②出会いのあ

る図書館③可能性を開く図書館―」を掲げたと話され

た。浦安図書館の４０年と同じく少子高齢化の渦中、地

方公共団体である千葉市の 40 年。同じ国の方針のも

とその土地、その地域の事情は異なっても地域に根差

した図書館政策であることが時代を乗り切る力となる。

私たちは私たちの市の図書館を大切に育むことが先の

時代につながる。このことを確認することが出来ました。 

 

図書館は誰のためにあるのか 

曽木館長は言われました。 

「図書館は市長のためにあるのではない。図書館は

そこで働く司書が満足するためのところではない。図書

館は市民のためにあるところ」 

  この話をされた時、浦安中央図書館見学での館長の

説明の数々が思い出された。（以下会報 56号より抜粋） 

〇コロナ禍であってもやれることはやっていきたい。本を

選ぶことが出来ない子どもにコロナ禍の休館期間に

「本のソムリエ」という企画をした。一日 10人限定であ

ったが、電話で子どもの好きなもの、今まで読んできた

ものなどを聞いて選んだ本をラッピングし、司書からの

メッセージカードを付けて受け取りに来てもらった。 

〇障がいのある方にも行き届くサービスを行いたい。

「読書バリアフリー法」（2019 年厚生労働省）を踏ま

え、見た目では分からないような障がいのある方や図

書館利用に困難な高齢者にも力を入れていきたい。 

〇シニア層、中高生は来館者が少ないので働きかけを

検討している。シニアではアラハン（around hundred 

百歳前後の人の意）に関わる資料を集めた企画に注

目が集まった。中高生には職業体験等の受け入れなど

で働きかけ、様々な利用へのアプローチを日々検討して

いる。 

そして「いつでも どこでも だれにでも」「赤ちゃんから

お年寄りまで人の全生涯での助けになるところ」「図書

館は市民に育てられている」館長が何度も繰り返し話

された言葉です。 

  講演では卒業後この道一筋に浦安図書館に勤めら

れてほぼ数十年、図書館について培われた信念をとて

も柔らかく、優しく話されました。 
 

講演録に期待してください。   （運営委員） 
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千葉市と浦安市の比較 
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 若葉図書館が千城台南小跡地に移転することが「千

城台地区学校跡施設の活用素案」に示されました。千城

台南小は既に閉校しており、この場所は千城台南中に隣

接しています。 

移転のことやこれからの若葉図書館ついて会員や地

域の皆さんと話し合いました。コロナウイルスの感染者が

増加傾向の中ではありましたが、初めて参加してくださる

方もおり、活発な話し合いができました。 

初めに当会代表の皆倉から挨拶があり、次に運営委

員が若葉図書館移転の流れについて説明しました。 

 

◆参加者の意見から◆ 

～移転決定のプロセスについて 

         市民一人ひとりに届くように～ 

・友人の SNS でこの会のことを知った。毎週子ども達と

若葉図書館を利用するのを楽しみにしているので今の

場所から移転することを知って驚いた。情報収集のため

に参加した。 

・仕事も辞め、これから図書館に通いたいと思っていたら、

移転の話を聞いた。図書館が遠くなるので困った。移転

が決定したのであれば、中身が良くなるようにと思う。 

・図書館を移転すること自体は利用者にとって大事なこ

とだ。移転することについてまず広く市民に知らせ、意見

を聞いてほしかった。 

・行政は移転に関して図書館を利用している人の意見を

聞こうとする姿勢がみられない。利用者が声を出してい

くことが必要だ。そのためには図書館とは何なのかとい

う基本にもどって考えておく必要がある。図書館が移転

したらどう困るか、新しくつくるならどういう図書館にし

たいか等、市民が具体的に示していかなければならな

い。 

～新しく作る図書館は子どもが安全に行けて、 

利用者の交通の便の確保を～ 

・私の周りには車を運転できない人が多い。子育て中の

人がベビーカーを押しながらコミュニティセンター、公民

館、子育て支援センター等に行っている。駅周辺のこれ

らの公の施設のある範囲内に図書館があるということ

が重要なポイントだと思っているので、駅から遠くなるの

であれば、なんらかの手立てを考えてほしい。 

・千城台駅から図書館までの交通の便を整えてほしい。

住まいがみつわ台のモノレールの駅から１キロのところ

にはあるので、以前はモノレールを使って中央図書館を

利用していたが、今は少し静かで小さくまとまったところ

がよいと若葉図書館を利用している。千城台駅から遠く

なるのであれば、シティーバスなど要望できないか。 

・地域の図書館なので、地域に根付くためには公共の交

通機関で利用できることが必須だ。 

・駅から千城台南小跡地までの間は歩道が狭い。車を持

たない弱者にとってその道のりは大きな課題となる。 

・図書館へ行く周辺の道路を整備することよって、途中に

ある元気のない商店街が活性化し、それによって地域

が育つことになるのではないか。千葉市が図書館のあ

る地域を育てるようなまちづくりを考えてほしい。 

・児童室など、何らかの図書館の機能の一部が駅前の

大型商業施設(イコアス）の中にあったらよいのではな

いか。移転するのであればそれを要望したい。 

・駅前の大型商業施設の中に児童室などがあれば便利

のように思えるが、ゲームセンターなどが入っているの

で、 小学校では一人で行ってはいけないと決められて

いる。商業施設の中に設けると、子どもは余計に行かれ

ない所になってしまう。 

・子どもにとって図書館は、学校とも、家庭とも違う安全な

場所であり、逃げ場の一つにもなる。そういう場所だか

らこそ周囲の安全が守られているところにあることが必

要だ。 

～地域住民が望み、愛着がわく図書館に～ 

・図書館を利用している仲間と、日頃からどんな児童室

が利用しやすいか等の話をしている。移転を機に自分

たちの望む図書館について行政と話し合いの場が持て

たらよい。自分たちの意見が反映されれば、移転した新

しい図書館に愛着をもつことができるのではないだろう

か。 

・若葉図書館を利用している時に、重度の障がいのある

子ども達が介護ベッドで来て利用しているのを目にし

た。介助者の大人が 2,3 人付き添って来るが、そういう

人たちも駐車場が広くなれば利用しやすくなるのでは

ないか。 

・駅から遠くなったとしても幅広い層の人が行きたくなる

図書館作ってほしい。図書館のまわりに自然を感じられ

るような環境作りも望みたい。 

・周辺の人たちを誘って、新たに作られる図書館への希

望を要望書としてまとめ行政に届けてみたい。そのため

に子ども達が未来の図書館について話しをする機会を

作ったり、アンケートをとったりできたらよいと思う。 

 

今回の話合いでは、小さい子どもを持つ親から高齢

者まで、幅広い層の方々から具体的な意見が出されまし

た。図書館とは、行政が市民のこのような声を聞き取り、

一緒に作り上げていくものではないかとあらためて感じ

ました。新しい図書館が市民の望む、愛着のわくものにな

るように、今後のスケジュールの告知、進捗状況など、詳

細な説明が必要です。 

今後の動きとして「千城台地区学校跡施設の活用方

針」説明会が２０２２年２月１９日（土）１４時から開催さ

れ、傍聴ができることを参加者に伝えました。 

                               （運営委員） 

話しましょう  part2 

～若葉図書館移転について～ 

日時：2022年１月27日（木）13：30～15：30                          
会場：若葉保健福祉センター 大会議室 
参加者： １２名                               
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これまでの経緯 

２０２０年（令和２年）５月、千葉市は、若葉図書館・

千城台公民館などの移転を含む「千城台地区学校跡

施設の活用素案」を作成。検討委員会は５回の協議を

行い、１２月「千城台地区学校跡施設の活用素案に対

する回答書及び意見要望書」（以下、意見要望書）を

市に提出しました。 

市は、若い人が魅力を感じ住みたい街になってもら

いたいとの地域の要望を踏まえ、千葉大学に共同研究

として「南小跡地及び公民館・図書館現在地グランド

デザイン」の作成を依頼しました。 

 

1、回答書及び意見要望書への市の対応について 

意見要望書の１４項目に対し、対応１１項目、検討中

３項目となり、検討中の３項目について志保澤資産経

営課長から説明があった。 

 

以下、図書館に関する要望とその対応について説明

会資料より抜粋した。 

要望②：図書館については現在地での建て替えを望

む意見も多かった。従って南小跡地に移転すること

について、地域住民のみならず、広く若葉区民の理

解を得られるよう丁寧な説明を行っていただきたい。 

対応：次年度以降、若葉図書館利用者及び若葉区民

を対象としたアンケートやワークショップを実施し、広

く意見・要望を聞いてまいります。また公民館との複

合施設を予定しておりますので、公民館と連携をし

て実施してまいります。 

要望④：図書館は余暇として読書を楽しむスペースと、

自習のために活用するスペースを分けて、幼児、学

生から高齢者まで幅広い世代が利用しやすい空間

を作っていただきたい。 

対応：頂戴した意見を踏まえ、設計を行ってまいります。 

 

 

要望⑤：図書館と公民館は複合施設とし、将来、電子化

が進み書棚等のスペースに余裕ができた際は、公民

館の活用スペースとして活用できるなど将来の変化に

対応できるようなものにしていただきたい。 

対応：頂戴した意見を踏まえ、公民館と図書館は複合

施設を前提に、設計を行ってまいります。 

要望⑥：図書館はこれまで駅近で慣れ親しんできた多

くの利用者がいることを踏まえ、本やCD等の貸し出

しや返却ができるサービスポイントを商業施設を含

む千城台駅周辺に設置していただきたい。 

検討中：図書の貸し出しや返却等を行うサービスポイ

ントの設置の可否を含め、関係機関と協議してまい

ります。 

 

2、南小跡地及び公民館・図書館現在地のグランドデ

ザインの説明   

（1）千城台南小学校跡施設 

◆「これまでの経緯」について 

資料によると、千葉大学のプロジェクトチームは敷地

の特性をとらえる為に、実際に街を歩き調査分析し「都

市カルテ」を作成、更に、利用者の意見をヒアリングし、

１０回の定例会議を行ったとある。また、意見聴取や意

見交換として、 

２０２１年５月：既存施設調査（千城台公民館・若葉図

書館）ヒアリング/地元検討委員との意

見交換会 

８月：電子書籍に関するヒアリング 

（若葉図書館） 

１０月：地元検討委員との意見交換会・提案

発表 

１２月：政策会議の意見共有 

が行われたとある。（8頁の「これまでの経緯」参照） 

◆施設の配置について 

「都市カルテ」の結果から、施設は東側に駐車場を

「千城台地区学校跡施設の活用方針」説明会を傍聴しました。 

２０２２年２月１９日（土）１４時～15時半 千城台コミュニティセンター １階 多目的室 

出席者： 秋幡資産経営部長 志保澤資産経営課長 平山資産経営課長補佐（司会） 

平野市民自治推進課長 枡見幼保支援課長 筒井若葉区地域振興課地域づくり支援室長  

小倉生涯学習振興課長 中島中央図書館長 

千葉大学工学研究院建築学コース 鈴木弘樹研究室より４名 

千城台地区学校跡施設利活用検討委員会委員：１３名     傍聴：２６名 

 

このたび、千葉市は「千城台地区学校跡施設の活用方針」を決定し、千城台地区学校跡施設利活用検討委

員（以下、検討委員）を対象に回答書及び意見要望書への市の対応とグランドデザインの説明が行われました。 
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西側に配置。各施設の公園との結びつき、桜の保存、

違法駐車の解消、千城台南中学校との連続性を確保

するため、緑道を設置する。 

  図書館と公民館は複合施設とし、３ｍの敷地の段差

を活かし、接地面を上下階に作ることで、どちらの施設

からもアクセスしやすくなるとした提案図が示された。 

 

（2）公民館・図書館現在地 

意見要望書への対応として、千城台コミュニティセン

ター及び若葉文化ホールの建替用地として残し、それ

までの間、駐車場及び人々が集う場所として活用する。

樹木、ベンチを配置し休憩スペースになるようにする。

駐車数約７６台。駐車場を２部に分けて、閑散期は広場

やイベントスペースとして利用する。 

 

3、質疑応答 

◆移転についての説明とその方法について 

検討委員からは、要望書にも若葉図書館移転につ

いて現在地での建替えを望む声が多かったので、地域

住民だけでなく、若葉区民にも南小跡地に移転するこ

とへの理解を得られるような説明を求めた。 

子どもたちも含め広く意見を聞いて欲しいとし、その

手法としてのワークショップやアンケートについての質

問が複数あった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中島中央図書館長は、図書館の在り方を含め意見 

をいただき、移転についても丁寧に説明していきたい。

ワークショップなどの案内は図書館、公民館に掲示し、

ホームページで周知を図る。その後、来年度の早い段

階で若葉区全体の声を聞きたいが、方法は未定であ

ると答えた。 

 

◆今後のスケジュールについて 

 検討委員からは、南小跡施設の解体や建築工事のス

ケジュールなど、今後の予定について質問がされた。 

資産経営課長は、保育所は民間委託になり法人が

建設。和陽園は社会福祉法人が、公民館・図書館・駐

車場・緑道は市が整備する。 

令和４～５年度に教育委員会学校施設課で解体し、

令和５年度に基本設計、令和６年度実施設計の策定、

令和７年度秋頃から着工となる。早くて令和９年度開

館。これから図書館・公民館について建物の面積、デ

ザインなど庁内で協議し決めていく。 

検討委員会が解散後、市と地域住民の窓口につい

ては、南小学校跡地について全体の進捗状況は資産

経営課。個別施設についてはそれぞれの所管課が対

応するが、緑道整備など資産経営課が最後まで進め

ていきたいと述べた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料 P34 提案図より） 

主に歩く道 
（デッキにして、休憩スペースやイ
ベントやる空間として利用できる 
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説明会を傍聴して 

  今回初めての試みとして千葉大学との共同研究に

よるグランドデザインが発表されるとあって、傍聴には

多くの人が集まっていました。 

６回の実地調査・ヒアリングを行い、周辺の街の特性

や評価を「都市カルテ」として作成。検討委員会との意

見交換。施設配置の考え方や緑道の提案を踏まえて３

つの配置案を作成。それぞれのメリットデメリットなども

検討し、最終的に提案図にまとめていました。データを

取り、時間をかけてグランドデザインが作られたことは

大変すばらしいと感じました。これからできる新しい施

設への期待が大きく膨らみました。 

  グランドデザインについて、若者が住みたくなるよう

な街とは何か、今回工夫した点はどこか、若者にとって

図書館・公民館に求めるものは何か、電子書籍につい

てのヒアリングはどう反映されているのかなど、聞いて

みたいことが沢山ありました。グランドデザインについ

ても、この説明会で承認となるのでしょうか。傍聴者は

質問できないことがとても残念でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

若葉図書館が新しくなることはとても嬉しいことです。 

図書館について、中身はこれから中央図書館が所管

課としてワークショップやアンケートを行うとありますが、

まずは市民が図書館にどのような機能を求めるのか、

どんな図書館にしたいのか、市民が声を上げることが

必要です。誰もが使いやすい、行ってみたくなるような

図書館になるように、図書館職員とも意見交換会もし

てみたい。小学生・中学生・高校生など 

若い人たちの意見も取り入れてほしい。 

市民と図書館職員と行政とが一緒に 

新しい図書館を作り育んでいきたい。 

そのためにはこれまでの手法だ 

けでなく、広く、多くの意見が反 

映されるような仕組作りや市民 

参加による図書館計画を行う 

べきだと思います。  （運営委員） 

 

 

 

 

（「これまでの経緯」   説明会資料P20より抜粋） 
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▶今後のスケジュール 

・現花見川図書館の１階部分を図書館、２階部分をこてはし台公民館として

改修する。 

・大規模改修準備及び工事期間中（令和４年４月下旬～令和５年３月予定）

は花見川図書館を休館し、こてはし台公民館で予約本の貸出、返却を行

う。なお、こてはし台公民館は休館しない。 

 

▶要望事項への対応 （主な要望事項➡対応） 

・「読書室」の確保  ➡一般開架室内に「閲覧コーナー」を設置 また、書架

の合間に椅子を設置 

・独立した「子ども室」の確保 ➡ 「子ども開架室」の設置 

・公民館からの「音と匂い」を防ぐ「完璧な防音」 ➡ ２階からの「音」を防     

ぐため、防音性の高い床材・壁材を使用 

・明るい図書館 ➡ 蛍光灯を LED化し、明るさに配慮 

・エレベーターや多機能トイレの設置 ➡ １１人乗りエレベーター、多機能トイレの設置 

・集会室、自習室の設置 ➡ 公民館諸室を相互利用できるような運用の工夫 

 

▶配置図（案） ＊回覧資料を基に作成・原本との多少の違いはご容赦ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１階 図書館                                      ２階 公民館 

「花見川図書館・こてはし台公民館複合化」について 

 

 

 

  花見川図書館とこてはし台公民館は、令和４年度、複合化のための改修工事が行われる予定です。 

２０２２年３月２１日（月・祝）には、こてはし台自治会館で「花見川図書館・こてはし台公民館複合化」説明会＊が

開催されることになっています。それに先立ち、地元自治会の方に、複合化の今後の 

スケジュールや配置図・要望事項への対応などが回覧されていることを知りました。 

令和４年２月２２日付けの自治会回覧資料から抜粋してお知らせします。 

 

＊「花見川図書館・こてはし台公民館

複合化」説明会について 
 

日時：令和４年３月２１日（月・祝） 

第 1回 13：30～14：30  

第 2回 15：00～16：00 

会場：こてはし台自治会館 

（花見川区こてはし台 5－9－3） 

定員：各回 20名  

申込期限：令和 4年 3月 15日  

問い合わせ先：中央図書館管理課 

＊こちらの申込期限は終了しています。 
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       地域から   
                

住宅地の中の温かな居場所                          

                                                  稲毛区   ○○ ○○ 

昭和６０年に開館された緑ヶ丘公民館は、稲毛区宮野木町の閑静な住宅地の一角にあります。緑ヶ丘中学校区の

公民館ですが、その緑ヶ丘中学は花見川区犢橋町にあります。５００メートルほど歩けば花見川区というわけです。稲

毛図書館に行くにも花見川図書館に行くにも遠い地域ですので、公民館図書室は近隣の住民の身近な図書室とし

て歓迎されてきました。開館当時は団地や住宅がどんどん建ち並ぶ頃で、小学校にもたくさん子どもがいました。そ

の後少子化になり、利用者は減少してきています。しかし、住民の高齢化も進んでいるので、尚更近くに図書室があ

るありがたみを感じるという声もあります。 

 公民館にはすぐ近くの宮野木小学校のお母さんたちが作った「おひさま」というおはなしの会があります。コロナ禍

にあり、現在は年３回のおはなし会が予定されています。親子で来館し、絵本や工作遊びを楽しんでいるようです。ま

た、同じ緑ヶ丘中学校区にあるファミール文庫は公民館ができる８年ほど前に誕生しました。歩いて行かれる距離に

ある公民館図書室はありがたい存在です。代々の職員の方と手を携え、文庫の蔵書や団体貸出にリクエストする本

を選ぶ時など、緑ヶ丘公民館図書室を積極的に利用してきました。 

今後も緑ヶ丘公民館図書室が市民に寄り添う、住民の文化を支える存在であってほしいと願っています。 

                            

  読書会報告 「俳句の本を読む」第 57回

 

課題本：『大岡信『折々のうた』選 俳句(二)』 
長谷川櫂/編 （岩波新書） 

日時：2022年 2月 11日 （祝 金） 13時～15時 
会場：千葉市生涯学習センター 工芸研修室 参加者９名 
 

前回に続き松本たかし（1906～1956）の句から読み合

った。〈 羅
うすもの

をゆるやかに着て崩れざる  松本たかし〉 まさ

しくこの句は上村松園の「待月」を思わせる。主人公は後

ろ向き、着ている和服はしっとりとした色合い、さほど若くは

ない女性。待っているのは「月」だけではなく「恋人」か。

上村
うえむら

占魚
せんぎょ

（1920～1996）著『松本たかし俳句私解』によ

れば「昭和２０年から３１年死去するまで、大ぶりの艶聞だけ

でも５つを数えうる、玄人筋の３人、娘さん２人」とある。 

〈花深く煤
すす

の沈める牡丹かな 松本たかし〉著者大岡信は「牡丹 

の花の端麗さの中に潜む別のつややかさをとらえた句だが…」と記し 

ている。そこで読書会参加者はこの煤は虫かな、蕊かななどと感想を出し合った。 

しかし実は華やかで美しい牡丹の花はたかしの愛人、そのかげには様々な事情が行き交う煤、 

寂しさ、があるのだと今ようやく理解する。ちなみに松本たかしの忌日名は「牡丹忌」５月１１日。 

〈鍋物
なべもの

に火のまはり来し時雨
し ぐ れ

かな  鈴木真砂女〉 真砂女（1906～2003）は千葉県鴨川の生まれ。 

５０歳の時、銀座で小料理屋を開いた女流俳人。その句は大変分かり易い。 

〈牡蛎割って脛に傷もつ女かな 〉〈女老い仏顔
ほとけがほ

して牡丹見る〉『紫木蓮』所収とあり、あとがき 

には 百歳まであと８年とあるとのこと。（９６歳没）幾多の恋愛遍歴のあった真砂女、若い頃は牡丹 

のような美しさであった私、その牡丹を仏顔してみているのだと、自賛の句？と参加者の声多数。 

実家は鴨川グランドホテル、ここには「鈴木真砂女ミュージアム」が開設されている。  

〈つばめつばめ泥が好きなる燕かな  細見綾子〉〈寄るや冷えすさるやほのと夢たがへ  加藤知世子〉 

女性の俳句作者の隆盛ぶりは未曾有のことと著者。細見綾子 （1907～1997） 加藤知世子（1909～１９86）  

〈裏がへる亀思ふべし鳴けるなり 石川桂郎〉桂郎最晩年の句。諧謔と悲哀と生への意欲を、裏返しにされた亀に

託して吟じている。と著者は評す。桂郎はいつも「早く帰ろう、帰ろう（け～ろう、け～ろう！）というので桂郎となったと聞

いたことがある。石川 桂郎 （1909～１９７５） 

今回はコロナの予防でお休みが多かったが、初めての参加者も多く楽しい回となった。 

次回は４月１０日１１６頁～    （運営委員）                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                              

 

 

  

ぶっく・ぶく 

おもろい 

『京大総長、ゴリラから生き方を学ぶ』   

 山極寿一はおもろい。異なった意見の中にも 

「おもろい」所を見つけ、「それ、おもろいな」と話

を展開し、より良いものを見つけていく。それが対

話のだいご味であるという。学問ばかりか日常会

話にも当てはまりそう。 

そういえば去年ノーベル賞を受賞した眞鍋淑郞氏

も、大事なのは curiosity（好奇心）と 

言っている。おもろいからこそ好奇心が 

そそられるのでしょう。 

節だらけ 
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  こんにちは。今年度から美浜図書館で児童担当を

しております○○です。 

今回、記事の執筆を依頼されて、何を書こうかと思

っていましたが、私が図書館職員として大切にしてい

ること、利用者とのコミュニケーションについてお話さ

せていただくことにしました。 

 

はじめに、私が新規採用職員として最初に配属され

たのは、図書館の本館ではなく、市内を走り回る移動

図書館（BM）でした。利用者はだいたい常連の方で、

自然と顔見知りとなります。図書館内と違い、屋外であ

ることから、本の相談からたわいないおしゃべりにも花

が咲きます。そんなやりとりの中から好きな本の傾向を

つかみ、「この本はあそこで借りられるはず」、「この本

はあの人におすすめしてみよう」といつもワクワクして

いました。図書館員のやりがいは、本を手に取った利

用者が喜んでくれることです。その一番の醍醐味を味

わえる移動図書館時代でした。 

 

その後図書館以外の部署に転属になりましたが、平

成２８年に図書館に戻ってきました。今度は読み継が

れてきた本を、これからたくさんの未来がある子どもた

ちに紹介できる児童担当のお仕事です。 

図書館にはおはなし会などいろいろな子ども向けの

事業があります。その中で美浜図書館では依頼のあっ

た近隣の学校へ、「出張おはなし会」としてボランティ

アさんたちと一緒に訪問しています。現在はコロナの

影響により残念ながら中止となってしまった学校もあり

ますが、訪問できた学校では大盛況でした。  

以前図書館の大先輩が、「図書館には（出張おは

なし会で使った）この本があることを話しておくの。そう

すると、土日に保護者と図書館に来た子が、「あ、おは

なし会をしてくれた人だ」と、図書館員に親しみを持ち、

たとえ直接話をしなくても、本を媒体にしてつながって

いくのよ。」と話してくれました。実際に、おはなし会が

おわった後、「ぜったい行くよ」と言ってくれる子や、「い

つも本借りているの」と声をかけてくれる子もいました。

そして帰り際に手を振ってくれる子も。その子たちのキ

ラキラした瞳を見ていると、たとえひとりひとりに声掛け

はできなくても、授業の中でおはなし会をすることで、

図書館を身近に感じ、図書館に行けば面白いことがあ

りそうだと思ってもらえたことが実感できました。 

 

コミュニケーションというと、会話を思い浮かべます

が、実はすれ違う時の会釈ひとつとっても、コミュニケ

ーションなのです。 

先日、「非言語コミュニケーション」という、言語を介

さないコミュニケーションについて学ぶ機会がありまし

たが、人間は「相手」と向き合ったとき、意識せずとも

勝手にコミュニケーションをとっているそうです。姿勢・

呼吸・表情、発せられるエネルギーから相手は反応を

キャッチし、その人の印象が決まるといいます。コロナ

の時代は、お互いがマスクをした状態になり、一見コミ

ュニケーションなんてとりづらいのではと思われがちで

すが、マスクをしていても目の動きや表情を読み取り、

コミュニケーションは成り立っているのです。ですから、

図書館のフロアにいるとき、私はなるべく相手の顔を

みながら、様子をみながら、目をあわせて、声をかけた

方がよいか合図を送ることを心がけています。 

 

図書館員の仕事は人と本をつなぐこと。子どもはお

となと違って、自分が欲しい情報をうまく伝えらないこ

ともあります。逆に本だけの話にとどまらず、自分自身

のお話をたくさんしてくれる子もいます。ひとりひとりタ

イプの違う子どもたちと、アイコンタクトからはじめ、よく

話をきき、コミュニケーションがレファレンス（調べもの

相談）への第一歩と思い、これからも大切にしていき

たいです。 

      「私のコミュニケーション」 

         千葉市美浜図書館  ○○ ○○   

 



 

☆ YA世代の参加を願い、このコーナーを設けています。 
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「  読書への向き合い方」  

                                              花見川区  ○○ ○○（大学 １ 年）

私は中学二年生のとき、このコーナーで自分の読

書との向き合い方について書かせていただいた。そこ

で私は、こう述べている。読書はあくまで趣味や娯楽と

してするべきであり、勉強のために読むべきではない。

今回また書かせていただけることになり、前回の自分

の文章を読み返してみたのだが、確かにこの気持ちは

今でもあまり変わらない。  

しかし大学生になり新しい発見を得て、少し違うとこ

ろもできたように感じる。  

私の通う文学部では、学期末にその多くが主にレポ

ートによって成績がつけられる。一年生の最初に習っ

たのだが、良いレポートとは参考文献や引用文献の多

いものである。自分の意見や考えを述べるには、それ

に至るまでの根拠となるものが必要となる。根拠が正

しく示されていれば、その意見や考えには説得力がつ

く。だからこそ、レポートを書くのにあたり、参考になりそ

うな文献というものはとても重要な役割をもつのだ。調

べたいことがあればスマホ一つで大抵のことは調べる

ことのできる便利な時代ではあるが、ネットの情報は

間違いやフェイクも多く、時には役に立たないこともあ

る。さらに言えば、参考文献などにネットのＵＲＬを貼る

ことは一応できるが、より信憑性があるとされ、重要視

されるのはやはり本からの引用なのである。しかし、自

分が書きたいと思った内容と合致する文献を探すとい

うのは、かなり大変な作業である。もし見つかったとし

ても、期末の忙しい時期には本を一冊読むことさえも

が大変な場合もある。だが、もしも自分が今までに読

んだことのある本の中で参考文献を見つけることがで

きれば、その手間は大幅に省くことができるのだ。今ま

での読書は、人生における大事な財産である。大学生

として一年間過ごしてみて、私はようやくそれを実践的

に理解した。今までも、読書することで私が得たものは

数え切れないと思っていたが、読書は予想以上に何

一つ無駄がなく、そして知識として役に立つ。少し前の

私は役に立つとされる読書が好きではなかったが、私

は現在それに助けられている。  

思い返してみれば、本の選び方も自然と変化してい

る。そのことに気がついたのは、昔クリスマスが近くな

ると行っていた、子どもの本の店ナルニア国に久しぶ

りに行ったときだ。本を選んでいると、幼い子供の声が

各所から聞こえてくる。そのときもちょうどクリスマスの

近い時期だったため、親や祖父母に買ってもらうため

に必死に本を選んでいる子が多いようだった。表紙や

本のタイトルを見つめて、無邪気に気に入ったものを

探す子どもたちを見て、私も以前はそうであったと懐

かしくなった。そして、そういえばタイトルや表紙で気に

なって本を選ぶという方法を、最近はしなくなっていた

ことに気がついた。自分の学んでいる分野に関連のあ

る本ばかりを選ぶことが多くなっていたのだ。そのとき

手にしていた本は『復刊 あたらしい憲法のはなし』で、

大学で憲法のテストを受けるにあたって役に立つかも

しれないと思っていたのだ。それがなんとなく悔しくて、

幼い子たちに混ざって本を昔のように探し、結局『空

が青いから白をえらんだのです−奈良少年刑務所詩

集− 』も買った。ほぼタイトルだけで選んだ、一目惚れ

のような本の選び方を久しぶりにできたのである。   

今は、役に立つ読書が悪いと思っているわけではな

い。ただ、勉強のためであったり同じ作者を追ったりす

るだけでは、今までのような読書の楽しさを少しだけ

欠いているのかもしれない。内気な自分にとって、読書

だけが冒険の場であったような日々を忘れてしまうの

は、あまりに惜しいとも思った。これからは、役に立つ本

と心躍る本との両立ができたらと思う。 

  

『復刊 あたらしい憲法のはなし』 

童話屋編集部/編（童話屋） 

『空が青いから白をえらんだのです  

―奈良少年刑務所詩集―』  

寮美千子/編（新潮文庫） 
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２０年９月に出版された『人新世の「資本論」』（集

英社新書）が数十万部も出版され新書大賞も受賞し

話題となっている。 

著者は斎藤幸平という１９８７年生まれの若き経済

思想家・大阪市大准教授で、２１年１月に放送された

ＮＨＫＥテレの「１００分ｄｅ名著」で『資本論』について

の解説を行っている。 

また同じＥテレの「スィッチインタビュー」で種苗法

改正の問題点を指摘して話題となった女優柴咲コウ

と２１年 8 月に対談も行っている。同番組で柴咲は環

境保全を目指して設立した会社や北海道との二拠

点生活を語り、斎藤はマルクスと気候変動問題のつ

ながりを語っている。硬派な柴咲と意外に軽い斎藤と

のユニークな対談だったことが記憶にある。 
 

タイトルの「人新世（ひとしんせい）」とは、地球の

地質時代の新たな区分として位置づけることを検討

されているものである。 

「地球４６億年の歴史は地層に残る化石などをも

とに区分されている。古生代石炭紀、中生代ジュラ紀

などがあり現在は１万１７００年前から続く『新生代第

四紀完新世』にある。人類の活動が地質に刻まれた

時代を、この完新世から独立させようというのが人新

世だ。（中略）」いつからか。「核実験による放射性物

質、プラスチック、石炭の燃焼による灰などが地層に

残り、地球的規模で変化が起きた節目として区別し

やすい（中略）」１９５０年代とする考えが有力とされ

ているそうだ。「いま地球では、過去5回あった恐竜な

どの大量絶滅期をしのぐ勢いで生物が死に絶え、そ

の現象も地層に刻まれつつある。」（２１・８・２付け朝

日新聞社説） 
 

『資本論』は言うまでもなくカール・マルクスが１５０

年前に書いた大作である。 

斎藤は『１００分ｄｅ名著』で長時間労働、格差、不安

定雇用、低賃金など資本主義の暴力性がむき出しに

なるなか、世界的にマルクス再評価の機運が高まっ

ている。生産力が上がるほど人が貧しくなるのはなぜ

か。なぜ過労死するまで働き続けなければならないの

か。とくに、自然との関係の中で人間の労働のあり方

を分析する「物質代謝論」はこれまでエコロジーの視 

 

 

 

 

 

 

 

点ではほとんど読まれてこなかったとし、『資本論』 

で展開される資本主義の構造的矛盾について解説

した。一方マルクスが晩年に残した自然科学研究な

どの草稿も参照し、パンデミックや気候変動といった

地球規模の環境危機をふまえ、今こそ必要な社会

変革に向けた実践の書として『資本論』をとらえな

おすまったく新しいマルクス論を展開している。 

 『人新世の「資本論」』の構成は 

はじめに SDGｓは「大衆のアヘン」である！ 

第一章  気候変動と帝国的生活様式 

第二章  気候ケインズ主義の限界  

第三章 資本主義システムでの脱成長を撃つ 

第四章 「人新世」のマルクス 

第五章 加速主義という現実逃避  

第六章 欠乏の資本主義、潤沢なコミュニズム 

第七章 脱成長コミュニズムが世界を救う  

第八章 気候正義という「梃子」  

おわりに 歴史を終わらせないために となっている。 

是非皆さんにお読みいただきたいと思う。 
 

筆者は６６年に入試を受け卒業は７０年安保の年

である。全共闘運動が盛んな時代を過ごし、就職し

てから活動しようと決意していた。しかし採用された

職場は労働組合すら無かった。一方５０年前のあさ

ま山荘事件を含む連合赤軍の武力闘争とリンチ殺

人事件には激しい衝撃を受けた。 

  筆者は４０年余前に自宅を会場に月１回のペース

で一緒に活動していた数人の仲間と「資本論研究

会」を開催してきた。退職時まで労働運動を続け今

も若干の関わりを持っている。 
 

  しかし今の日本の現状の中で『資本論』全巻は

もとより、マルクス・エンゲルス選集やレーニン全集

などは我が書架の奥にひっそりとしまわれている。

「我が人生の資本論」である。 

  退職と同時に「千葉市の図書館を考える会」に参

加し、以来１５年となる。会員とは名ばかりで何の活

動もできなかったがこの原稿を最後のケジメとした

い。 

     『人新世の「資本論 」 』をめぐって   

                                          稲毛区 ○○○ 

 

『
人
新
世
の
「
資
本
論
」
』
を
め
ぐ
っ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
○
○ 
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✱ 総会資料配布 

  会員の皆様には２０２２年度総会資料を同封しました。総会にご出席いただき、ご意見をぜひお聞か

せください。 

   

✱ 電話番号などを変更された方へ 

 電話番号や住所を変更された方は、本ページ右下にある連絡先まで 

ご連絡ください。 

 

  

   
としょかんふれんず千葉市  

代 表

【連絡先】 事務局  

 〒 千葉市○○区○○町○○－○ 

TEL・FAX ０４３（○○）○○○○ 

 メール   furenzu2021@gmail.com 

     ホームページ URL    

https://furenzu2021.wixsite.com/

toshokanfriends 

年会費  一般 円 学生 500円 

郵便振替 

発 行 者  

落丁等ありましたら、右記連絡先までお知らせ下さい 

 

知らせ 

 

丁等ありましたら、右記連絡先までお知らせ下さい 

 
１月２７日(木) 話しましょう Part2 
        若葉図書館の移転について 
2 月 3日(木) 運営委員会 
２月 3日(木) 古本市用の本運び込み(2回目) 
２月１1日(金・祝) 第５7回読書会 
                   「俳句の本を読む」 
２月１9日(土)「千城台地区学校跡施設の 
        活用方針」説明会を傍聴 
２月 24 日(木) 会計監査  
２月 25 日(金) 古本市用の本運び込み(3回目) 
3月 3日(木) 運営委員会 
3月 3日(木) 古本市用の本運び込み(4回目) 
3月 7日(月) あした図書館 
              「浦安図書館の現在とこれから」 
3月１0日(木) 編集会議 
3月１7日(木) 会報６5号発行 

う ご き 
 

 
  令和３年度第２回 千葉市図書館協議会 

 
日時 令和 4年３月２４日（木）１０:００～ 
場所 千葉市消費生活センター3階 研修講義室 
       （千葉市中央区弁天 1-25-1） 
議事（予定） 
（１）令和４年度予算及び事業計画について 
（２）その他 

傍聴の受付 ９:３０～（定員１５名、先着順） 

 

            

    

 

 

 

傍聴しましょう 
 

 

知らせ 

 

丁等ありました

ら、右記連絡先ま

でお知らせ下さ

い 

 

稲毛図書館 ３月２６日(土)から通常開館 

 稲毛図書館は、空調設備等大規模改修工事終

了に伴い、令和４年３月２６日(土)9：00から通常

どおり開館され、図書資料の閲覧や読書室等の利

用ができるようになります。 

 

花見川図書館が長期休館 

花見川図書館は、大規模改修工事に伴い休館に

なります。 

【休館期間】 

令和４年４月２１日(木) ～ 令和５年３月（予定） 

休館中は、こてはし台公民館ロビーに臨時窓口が

設けられ、図書資料の返却、予約資料の貸し出し、

簡単なレファレンス、図書資料の予約ができます。 

【臨時窓口（こてはし台公民館）】 

 開館日：火曜日～日曜日 9:00～17:15  

   ＊ブックポスト利用は公民館の開館時間内 

     （9:00～21:00、並び に月曜日） 

 休館日：月曜日（祝日・振替休日の場合は翌日）      

第３木曜日、年末年始 

 
「としょかんふれんず千葉市」では、随時入会を受

け付けています。 

入会を希望される方は右の事務局へ FAX・電話を

してください。 

またはメールに「入会希望」と明記し、お名前（ふり

がな）、住所、連絡先を 

furenzu2021@gmail.com 宛にお送りください。 

 

 

新会員募集 
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